
資料２















日頃の活動のなかで、コミュニティバスを紹介したい！

バスを乗り降りするとき、いつも危なくて！

もっと、地域住民の暮らしに合った交通体系へ！

地域のお祭りへ地域公共交通で行けたらいいな！

認知度向上に向け、イベント等を活用したPRを実施
～利用者増加にはまずは知ってもらう～

日頃感じていた「心配」を語ることで、バスの乗降環境が改善

地域住民の暮らしの実情に合わせた路線延伸が実現

小学校の統廃合に伴い、既存のバス路線、ダイヤの見直しが協議
されていました。その中で、事務局が提示した変更案では「地域
の実情を十分に反映していないのでは」との声があがりました。

事務局は時刻表を渡し、その後イベントでの配布につ
ながりました。

地区で開催されるお祭りにあわせて、会場に行きやす
い臨時便を運行しました。臨時便は、普段のルートか
ら遠方を回るスーパーや病院を外した、交通結節点を
結んだルートで、民間バスとの乗継ぎも考慮したもの
としました。普段、バスに乗らない人たちに乗ってもら
う機会につながりました。

すでにバス停付近の縁石を取り外したところもありまし
たが、まだ残っている場所もある状況でした。住民代
表の意見をうけて、「乗降環境の整備」の必要性が再
認識され、計画立てて取り組むことになりました。また、
会議開催後、指摘があったバス停付近のブロックは取
り除かれ、乗降しやすい環境となりました。

既存ルートから奥の地区まで延伸することになりました。
延伸にあたっては、地区の住民とも話し合いを行い、
小学生・中学生や高齢者の生活に合わせたダイヤとし、
利便性の向上につながりました。

日頃の活動の中で、コミュニティバスを知ってもら
う取組みにご協力いただける機会がありましたら、
ぜひご提案ください。

住民の発言から、より良い地域公共交通としていく
取り組み事例をご紹介
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地域の人たちに、コミュニティ
バスをもっと知ってほしい。
地区のお祭りを利用して、「乗っ
てもらう機会」をつくれないかな！

利用者を増やすためには、まず
はコミュニティバスを知ってもら
うことが必要だと思います！私が、
開催しているイベントで時刻表を
配布し、PR活動のお役に立てた
らと思います。

バスを乗り降りする場所で、歩道
と車道を仕切る縁石が高く、越え
るのに一苦労であぶないんです。
バスが接触しないか心配していま
す。安全性を確認してほしいです！

奥の地区に住む子どもたちが、利
用できるバスがなくて。歩いて帰
るのは危険なんです。

高齢者の方がバス停までの上り坂
を歩くのが大変そう。もう少し、
延伸できないでしょうか。
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